
第48回神奈川県福祉作文コン
クールで県知事賞を受賞した
南部正樹さん。
ピアノ、サッカーなど、毎日の
ように様々な学びの場に打ち
込んでいる。

詳しくは12面へ➡
 （撮影：後藤京子）
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本
会
で
は
、
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
主
な
窓
口
と
し
て
、
寄

附
や
寄
贈
、
招
待
行
事
等
を
受
け
入
れ
、
寄
附
者
の
皆
様
の
想
い
を
地
域
の
力

へ
と
広
げ
る
架
け
橋
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
を
も
と
に
本
会
が
設
置
・

運
営
す
る
「
と
も
し
び
基
金
」「
か
な
が
わ
交
通
遺
児
等
援
護
基
金
」「
萬
谷
子

ど
も
福
祉
基
金
」
を
活
用
し
た
事
業
の
ご
報
告
を
通
し
て
、
日
頃
よ
り
温
か
い

ご
支
援
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
皆
様
へ
の
感
謝
を
お
伝
え
し
ま
す
。

基
金
を
活
用
し
た
各
事
業

と
も
し
び
基
金

　
「
と
も
に
生
き
る
福
祉
社
会
づ
く
り
」

の
た
め
の
基
金
と
し
て
昭
和
52
年
に
創

設
さ
れ
た
と
も
し
び
基
金
は
、
皆
様
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
令
和
７

年
３
月
末
時
点
で
23
億
４
５
０
０
万
円

余
り
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
に

は
、
基
金
の
創
設
か
ら
50
年
を
迎
え
ま

す
。

　

と
も
し
び
基
金
の
運
用
益
は
、
福
祉

意
識
の
普
及
啓
発
、
障
害
の
あ
る
人
の

社
会
参
加
促
進
、
地
域
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
当
事

者
活
動
へ
の
助
成
等
、
と
も
に
生
き
る

福
祉
社
会
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し

た
取
り
組
み
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

ととと
ももももも
とと
もももも

●
地
域
福
祉
活
動
支
援
事
業

　

本
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
や
当
事
者
団
体
等
が
実
施
す
る
地
域

福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
先
駆
的
な
活

動
、
広
域
的
か
つ
公
益
性
の
高
い
活
動

に
対
す
る
助
成
（
一
般
助
成
）
と
、
本

会
が
定
め
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
で
、

本
会
と
の
協
働
に
よ
り
活
動
を
行
う
こ

と
に
対
す
る
助
成（
協
働
モ
デ
ル
助
成
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
５
面
各
基
金
事
業

実
績
参
照
）

　

令
和
７
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

や
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
、
当
事
者
団

体
に
よ
る
普
及
啓
発
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
今
年

度
よ
り
（
公
社
）
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
神
奈
川
県
支
部
（
以
下
、
家
族
の

会
）
と
の
協
働
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

 

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
本
会
の
活
動
に
対
し
、
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
対
話
が
国
内
外
で

深
ま
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、長
引
く
物
価
高
騰
や
深
刻
な
人
手
不
足
、

頻
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
、
地
域
社

会
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

福
祉
施
策
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
災
害
福

祉
法
制
の
整
備
を
受
け
、
平
時
か
ら
の
備
え

と
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
支
援
を
一
体
的
に

進
め
る
重
要
性
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会

保
障
審
議
会
に
お
い
て
は
、
福
祉
分
野
を
超

え
た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
、
頼
れ
る

身
寄
り
の
な
い
方
へ
の
法
的
・
公
的
支
援
の

あ
り
方
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
福
祉
人
材

の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能
な

福
祉
体
制
の
構
築
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
情
勢
や
施
策

動
向
を
踏
ま
え
、「
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議

会
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
各
種
事
業

を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
、
社
会
福
祉
法
人
・
事
業
所
、
当
事

者
団
体
な
ど
、
会
員
の
皆
様
が
現
場
で
直
面

さ
れ
て
い
る
課
題
を
受
け
止
め
、「
政
策
提
言

活
動
」
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
に
反
映
さ
せ

て
い
き
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
支
え
合
い
の
地
域
づ
く

り
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に

満
ち
た
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

小
泉

隆
一
郎

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

寄
附
・
寄
贈
の
受
け
入
れ
と
各
基
金
事
業
の
報
告

感謝
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●
認
知
症
の
人
と
家
族
と
共
に
暮
ら
す

地
域
づ
く
り

　

家
族
の
会
は
、
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
が
孤
立
せ
ず
、
安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、相
談
支
援
や
交
流
、理

解
を
広
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

で
す
。

　

家
族
の
会
で
は
、
会
員
と
な
っ
て
い

る
認
知
症
の
人
を
在
宅
で
介
護
す
る
家

族
を
対
象
に
、
介
護
の
悩
み
を
分
か
ち

合
い
な
が
ら
認
知
症
へ
の
理
解
や
日
々

の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
６
カ
月
間
の
「
家

族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
令
和
７
年
度
か
ら
は
本
会
と

の
協
働
事
業
と
し
て
、
参
加
者
を
公
募

し
、
広
く
介
護
者
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
専
門
職
の
話
や
家
族
同
士
の
交

流
を
通
し
て
、
介
護
を
続
け
る
力
を
支

え
る
と
と
も
に
、
終
了
後
に
は
詳
細
な

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
参
加
者
に
も
た
ら
し
た
変
化
を
把
握

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
で
は
県
内
の
認
知
症

介
護
家
族
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

障
害
の
あ
る
人
の
暮
ら
し
や
働
く
姿
が
、

日
常
の
一
コ
マ
と
し
て
伝
わ
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
た
。

　

障
害
を
一
つ
の
「
個
性
」
と
捉
え
、

「
個
性
を
力
に
、
楽
し
く
働
く
」
こ
と
の

大
切
さ
や
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
社
会

と
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く

り
へ
の
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
協
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
家
族
の
会
の
つ
ど
い
、

認
知
症
カ
フ
ェ
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
「
身
体
的
、
精
神
的
な
負
担
を
感
じ

て
い
る
か
」「
行
政
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
」
な
ど
、
介

護
家
族
の
実
態
を
把
握
し
ま
す
。

　

今
後
は
学
識
者
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
検
証
・
分
析
を
行
い
、
介
護
者
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
発
信
や
、
行
政
機
関

へ
の
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
障
害
者
週
間
の
Ｐ
Ｒ
活
動

12
月
３
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
の
障

害
者
週
間
に
合
わ
せ
、
12
月
３
日
の
神

奈
川
新
聞
に
広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

障
害
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会

の
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

意
欲
を
後
押
し
す
る
こ
と
や
、
広
告
を

通
じ
て
県
民
一
人
ひ
と
り
が
障
害
を
身

近
に
感
じ
、
日
常
生
活
で
で
き
る
配
慮

や
支
え
合
い
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
を

作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
は
本
会
の
ほ
か
、
横
浜
市
社
協

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
川
崎
市
社
協
、

相
模
原
市
社
協
と
連
名
で
発
信
し
、
広

く
県
民
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
（
福
）
進
和
学
園
（
平
塚
市
）
の
就
労

支
援
施
設
や
通
所
施
設
等
の
協
力
に
よ

り
、
利
用
者
の
皆
様
の
写
真
撮
影
を
行

い
、
広
告
画
像
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
や
雰
囲
気
か
ら
、

か
な
が
わ
交
通
遺
児
等
援
護
基
金
事
業

　

交
通
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
死
亡
ま

た
は
重
度
の
障
害
と
な
っ
た
世
帯
の
、

20
歳
未
満
の
児
童
へ
の
継
続
的
な
援

助
・
激
励
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

支
援
内
容
は
、
①
登
録
時
に
見
舞
金

の
支
給
②
小
・
中
学
校
の
入
学
時
や
中

学
・
高
校
の
卒
業
時
、
20
歳
を
迎
え
た

年
に
激
励
金
の
支
給
③
大
学
受
験
や
入

学
支
度
金
の
支
給
④
関
係
団
体
が
行
う

交
通
遺
児
世
帯
の
激
励
等
を
目
的
と
す

る
活
動
へ
の
助
成
な
ど
で
す
。（
５
面
各

基
金
事
業
実
績
参
照
）

　

ま
た
、
関
係
団
体
と
協
働
し
な
が
ら
、

親
子
交
流
会
や
、
コ
ン
サ
ー
ト
招
待
等

の
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
登
録
世
帯

間
の
交
流
を
図
る
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

か
な
か
なななななな
か
ななななな

JAL SKY MUSEUM見学・食事会では、航空の世
界に触れる体験や食事の時間を通じて、各世帯が
思い思いに楽しみ、参加者同士の交流が広がった
（写真提供:（公財）神奈川新聞厚生文化事業団）
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●
藤
沢
高
等
自
動
車
学
校
（（
株
）
キ
ャ

リ
ア
ド
ラ
イ
ブ
）
の
取
り
組
み

　

藤
沢
高
等
自
動
車
学
校
（
藤
沢
市
）

で
は
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
教
習
所
」

の
視
点
を
大
切
に
し
、
令
和
５
年
か
ら

地
域
住
民
を
教
習
所
の
場
内
に
招
い
て

企
業
の
ブ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
イ

ベ
ン
ト
等
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
フ
ェ

ス
タ
・
フ
ジ
サ
ワ
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
か
ら
は
、
収
益
の
一
部

等
を
本
会
の
か
な
が
わ
交
通
遺
児
等
援

護
基
金
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
く
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
あ
い

に
く
の
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会

場
に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
開
始

直
後
か
ら
終
始
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
地
域
に
開
か
れ
た
取
り
組
み

が
着
実
に
根
付
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

萬
谷
子
ど
も
福
祉
基
金

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
親
と
と
も
に
生

活
が
で
き
ず
、
県
内
の
児
童
養
護
施
設

や
里
親
の
も
と
で
生
活
し
て
い
る
児
童

に
対
し
、
①
大
学
等
に
入
学
す
る
際
の

「
入
学
支
度
金
」
と
②
進
学
や
就
職
を

機
に
、
施
設
や
里
親
家
庭
を
離
れ
、
初

め
て
賃
貸
住
宅
等
で
生
活
を
始
め
る
際

の
「
自
立
支
援
金
」
を
交
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
に
向
け

た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。（
５
面
各
基
金

事
業
実
績
参
照
）

　

学
費
の
無
償
化
や
給
付
型
の
奨
学
金

制
度
が
拡
充
す
る
中
で
も
、
こ
れ
ら
の

制
度
で
補
え
な
い
部
分
を
支
援
し
、
子

ど
も
た
ち
の
自
立
を
支
え
る
取
り
組
み

を
今
後
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
温
か
い
お

気
持
ち
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
地
域
課【
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】）

萬
谷
萬萬
谷谷谷谷谷谷
萬
谷
萬
谷谷谷谷

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和７年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

❶ 基本補償（賠償・見舞）

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料でスケスケールメリットをを活かしたた割安な安な保な保保険料険料で料で
充実補償をご提供します充充実補実補償償をご提供補償をご提ご提供提供しますします！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

プラン 22
プラン33
プラン44

▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円
1,500円

1～50名

51～100名
100名以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

（SJ24-11108より抜粋）

「寄附寄贈／基金」「セルフ
ヘルプ活動」「助成事業」
「ともしびショップ」ほか、
本号で報告した内容の詳細
を掲載しています。
ぜひご覧ください。

https://knvc.jp/

教習所の場内コースをキッズカーで走
るイベントには、家族連れの長蛇の列
ができた
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 （いずれも順不同、敬称略）

ご寄附いただいた皆様（11月～12月） あたたかいご支援に感謝します

神奈川トヨタ自動車（株）より児童福祉関
係施設にクリスマスケーキを寄贈いただ
き、令和７年12月23日、日本水上学園にて
贈呈式を実施

（N）日産労連NPOセンター「ゆうらいふ
21」より県内障害児者団体等へクリスマス
チャリティー公演の招待をいただき、令和
７年12月19日、日産労連神奈川地方協議会
蔵光裕明議長（右）に感謝状を贈呈

児童福祉施設協議会へカレンダーを寄贈い
ただき、令和7年12月5日、（株）カレンズ、
新日本カレンダー（株）、（株）杉本カレンダ
ーを代表し、（株）カレンズ木村仁代表取締役
（右から２番目）に感謝状を贈呈

【ともしび基金】
　▽ともしびショップマリン▽ともしびショップにじ散歩・ゆめ散歩▽ともしびショップさくら運営委員会
▽ともしびショップなのはな▽（福）横須賀市社会福祉協議会▽天台宗神奈川教区宗務所▽本門佛立宗妙深
寺▽（一財）光之村▽（公財）十愛会十愛病院▽（福）神奈川県社会福祉事業団横須賀老人ホーム▽（福）湘南
アフタケア協会▽（公社）認知症の人と家族の会神奈川県支部▽統合事務局（神奈川県手をつなぐ育成会・
神奈川県知的障害施設団体連合会・（一社）やまゆり生活サポート協会）▽（公財）神奈川県身体障害者連合
会▽（N）神奈川県障害者地域作業所連絡協議会▽神奈川県医療福祉施設協同組合▽（公社）神奈川県介護福
祉士会▽（福）神奈川県共同募金会▽古口玲斗▽（公社）神奈川県社会福祉士会▽（一社）神奈川県高齢者福
祉施設協議会▽（公財）神奈川県老人クラブ連合会▽（N）フュージョンコムかながわ・県肢体不自由児協会
▽（N）神奈川県ホームヘルプ協会▽神奈川県交通遺児家庭の会▽県立鎌倉支援学校▽県立横浜栄高等学校
▽県警察本部交通捜査課▽県警察本部厚生課▽県警察本部鑑識課▽県警察本部警務課▽県警察本部会計課
▽県警察機動捜査隊▽鶴見警察署▽相模原北警察署▽旭警察署▽川崎臨港警察署▽藤沢警察署▽藤沢北警
察署▽横須賀警察署▽保土ケ谷警察署▽戸塚県税事務所▽横須賀三浦地域県政総合センター▽県庁・県警
職員一同▽県社協職員一同

【萬谷子ども福祉基金】▽脇隆志▽大和警察署▽（株）エスホケン
【かながわ交通遺児等援護基金】▽アズビル（株）▽azbilみつばち倶楽部▽ダイセーロジスティクス（株）横浜
ハブセンター▽県警察第一交通機動隊▽大和警察署▽（株）エスホケン

【県社協への寄附】▽（公財）積善会介護老人保健施設リバーイースト
（匿名含め、寄附金合計834,147円）

【寄附物品】▽シニアクラブていけん▽（N）日産労連NPOセンター「ゆうらいふ21」▽（公財）オリックス宮
内財団▽神奈川トヨタ自動車（株）▽東亜建設工業（株）横浜支店▽（株）相鉄アーバンクリエイツ▽（株）相鉄
ビルマネジメント▽（株）カレンズ▽新日本カレンダー（株）▽（株）杉本カレンダー

【ライフサポート事業寄附物品】▽（N）セカンドハーベスト・ジャパン

各基金事業実績（令和６年度）

各基金の詳細の報告はこちらからご覧ください➡

ともしび基金（地域福祉活動支援事業）
助成区分 件数 金額

一般助成
（上限20万） 18件 3,305,000円

協働モデル助成
（上限200万） 1件 1,280,000円

かながわ交通遺児等援護基金
支援内容 件数 金額

遺児等への激励金
（小中高入学・卒業時、20歳時） 29件 1,950,000円

登録時の見舞金 6件 600,000円

大学等入学
支度金等

受験に係る経費 4件 290,000円
入学に係る経費 4件 1,200,000円

萬谷子ども福祉基金
支援内容 件数 金額

自立支援金 38件 5,700,000円
入学支度金 19件 3,800,000円
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福祉のうごき ○全国の動き　◇県内の動き　★本会の動き

月

福
祉
関
連
の
動
き
（
〇
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

社
会
の
動
き

１

○
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
は
、
物
価
高
騰
を
受
け
、
利
用
者
一
人
当
た
り
の
食
費
基
準
費
用
額
を
一
日
３
０
９
円
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出

○
厚
労
省
は
「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
等
の
あ
り
方
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
た
②

○
内
閣
府
は
「
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
を
公
表
。
現
在
の
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
分
野
で
は
「
医

療
・
福
祉
」
が
27
・
１
％
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た

◇
県
は
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
で
困
難
を
抱
え
る
女
性
が
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
自
立
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
新
し
い

自
立
支
援
施
設
「
わ
た
し
の
お
家
（
う
ち
）」
を
横
浜
市
内
に
開
設
②
③

・
箱
根
駅
伝　

青
山
学
院
大
学
が
２
年
連
続
８
度
目
の

総
合
優
勝

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

・
イ
チ
ロ
ー
氏
の
ア
メ
リ
カ
野
球
殿
堂
入
り
が
発
表

　

ア
ジ
ア
人
選
手
と
し
て
初

２

○
厚
労
省
は
人
口
動
態
統
計
を
公
表
。
令
和
６
年
に
日
本
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
数
は
前
年
比
５
％
減
の
72
万
９
８
８
人
で
、
９
年
連
続
で
過
去

最
少
を
更
新
④

○
法
務
省
は
「
特
定
技
能
制
度
及
び
育
成
就
労
制
度
の
基
本
方
針
及
び
分
野
別
運
用
方
針
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
を
立
ち
上
げ
た

・
農
林
水
産
省　

政
府
備
蓄
米
21
万
ト
ン
放
出
を
発
表

３

○
全
社
協
は
「
社
会
福
祉
協
議
会
基
本
要
項
２
０
２
５
」
を
策
定
。
基
本
要
項
の
改
定
は
33
年
ぶ
り

◇
県
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
活
用
し
、
障
害
者
が
就
労
前
に
必
要
と
す
る
情
報
や
、
企
業
が
障
が
い
者
を
雇
用
す

る
際
に
参
考
と
な
る
情
報
を
発
信
す
る
「
か
な
が
わ
障
が
い
者
就
労
サ
ポ
ー
ト
（
と
も
ワ
ク
）」
の
運
用
を
開
始

◇
県
教
育
委
員
会
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
児
童
・
生
徒
の
学
習
機
会
を
守
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
そ
の
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ン
ツ
「
か
な
が
わ
ふ
く
し
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
開
設
﹇
本
紙
11
面
参
照
﹈

・
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
統
一
教
会
）
へ
、
東

京
地
裁
が
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
解
散
命
令
を
発
出

・
ア
メ
リ
カ　

日
本
を
含
め
た
す
べ
て
の
国
か
ら
輸
入

す
る
自
動
車
に
25
％
前
後
の
追
加
関
税
設
定
を
発
表

・
第
97
回
選
抜
高
校
野
球　

横
浜
高
校
が
19
年
ぶ
り
に

優
勝

４

○
育
児
期
の
柔
軟
な
働
き
方
支
援
や
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
措
置
を
含
め
た
育
児
介
護
休
業
法
等
改
正
・
施
行

○
多
子
世
帯
の
学
生
等
に
対
し
て
大
学
等
の
授
業
料
・
入
学
金
の
一
部
減
額
・
免
除
を
行
う
「
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
施
行

○
厚
労
省
は
「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
公
表
⑤

○
外
国
人
介
護
人
材
の
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
従
事
が
一
定
の
条
件
の
も
と
で
可
能
と
な
っ
た

◇
県
は
「
神
奈
川
県
こ
ど
も
目
線
の
施
策
推
進
条
例
」
お
よ
び
「
か
な
が
わ
子
ど
も
・
若
者
み
ら
い
計
画
」
を
施
行

◇
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
福
祉
部
地
域
福
祉
課
内
に
「
災
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
」
を
新
設

★
経
営
者
部
会
は
県
に
「
地
域
の
福
祉
を
守
り
抜
く
た
め
の
福
祉
従
事
者
の
賃
上
げ
に
か
か
る
緊
急
要
望
」
を
提
出

・
大
阪
・
関
西
万
博
が
大
阪
市
の
人
工
島
・
夢
洲
で
開

幕
（
11
月
に
閉
幕
）

・
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」
に
「
増
上
寺
が
所
蔵
す

る
三
種
の
仏
教
聖
典
叢
書
」
の
登
録
決
定

５

○
厚
労
省
は
社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
に
「
福
祉
人
材
確
保
専
門
委
員
会
」
を
設
置
⑥

○
厚
労
省
は
「
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
も
踏
ま
え
た
障
害
者
支
援
施
設
の
在
り
方
に
係
る
検
討
会
」
を
設
置
⑥

○
厚
労
省
は
「
地
域
共
生
社
会
の
在
り
方
検
討
会
議
」
中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表
⑦

○
全
社
協
は
全
国
の
福
祉
組
織
・
関
係
者
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
「
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
社
会
に
発
信
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
「
全
社
協
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」
を
策
定

・
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
」
関
連
法
案
が
成
立

・「
人
工
知
能
関
連
技
術
の
研
究
開
発
及
び
活
用
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

６

○
改
正
刑
法
が
施
行
。
懲
役
と
禁
錮
が
廃
止
さ
れ
、
再
犯
防
止
と
更
生
を
促
進
す
る
目
的
の
拘
禁
刑
が
新
設

○
社
会
経
済
の
変
化
を
踏
ま
え
た
年
金
制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の
年
金
制
度
改
正
法
が
成
立
⑦

○
法
務
省
法
制
審
議
会
は
「
民
法
（
成
年
後
見
等
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
を
取
り
ま
と
め
た
⑦

○
最
高
裁
は
２
０
１
３
年
か
ら
３
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
違
法
判
決
⑧

◇
県
は
、
保
育
士
の
確
保
や
負
担
軽
減
等
を
目
的
に
、
高
校
生
以
上
を
対
象
に
保
育
士
等
の
業
務
を
補
助
す
る
「
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
」

を
開
始
⑧

★
第
59
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
乳
児
院
研
究
協
議
会
を
開
催
⑧

★
厚
労
省
に
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
拡
充
・
発
展
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て
」
を
提
出

・
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
が
成
立
。
カ
ス
ハ
ラ
対

策
を
企
業
に
義
務
付
け

・
厚
労
省　

人
口
動
態
統
計
で
２
０
２
４
年
の
出
生
数

が
過
去
最
少
の
68
万
６
０
６
１
人
で
あ
っ
た
こ
と
を

発
表

・
改
正
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
基
本
法
が
成
立
。
オ

ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
へ
の
誘
導
行
為
を
禁
止

・
日
本
製
鉄
が
、
米
鉄
鋼
大
手
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
を
完
全

子
会
社
化
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２０２５年（令和７年）
７

○
改
正
災
害
対
策
基
本
法
、
改
正
災
害
救
助
法
が
施
行
。
災
害
救
助
法
の
救
助
の
種
類
に
、
新
た
に
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
⑦
⑩

○
厚
労
省
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
災
害
対
応
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
体
制
・
連
携
強
化
を
目
的
に
「
災

害
対
応
に
係
る
保
健
福
祉
関
係
団
体
連
絡
会
議
」
を
開
催

○
厚
労
省
は
「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
等
の
あ
り
方
検
討
会
の
と
り
ま
と
め
」
を
公
表

★
第
22
回
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
を
開
催
⑩

★
第
58
回
関
東
地
区
救
護
施
設
研
究
協
議
会
を
開
催
⑨

・
日
産
自
動
車
が
追
浜
工
場
（
横
須
賀
市
）
で
の
車
両

生
産
を
２
０
２
７
年
度
末
で
の
終
了
発
表

・
参
議
院
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
与
党
の
自
公
が
過

半
数
割
れ

８

◇
県
は
、
生
活
上
で
困
難
な
問
題
を
抱
え
た
女
性
が
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
通
所
型
支
援
を
開
始
⑨

★
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
１
都
10
県
の
都
県
・
政
令
指
定
都
市
社
協
は
、
厚
労
省
に
対
し
て
連
名
で
「『
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
へ
の
対
応
』

に
つ
い
て
の
要
望
」
を
提
出
⑨

★
県
に
「
社
会
福
祉
制
度
・
施
策
に
関
す
る
提
言
」
を
手
交
⑩

・
80
回
目
の
終
戦
の
日
を
迎
え
た

・
第
１
０
７
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
沖
縄
尚

学
が
初
優
勝

９

○
厚
労
省
「
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
も
踏
ま
え
た
障
害
者
支
援
施
設
の
在
り
方
に
係
る
検
討
会
」
は
「
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
ま
と
め
」
を
公
表

◇
県
は
Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
を
受
け
て
い
る
方
へ
の
支
援
施
策
の
充
実
強
化
の
一
環
と
し
て
、
県
警
本
部
と
連
携
強
化
を
目
的
に
「
Ｄ
Ｖ
・

ス
ト
ー
カ
ー
対
応
強
化
特
別
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
⑫

★
保
育
協
議
会
は
県
教
育
委
員
会
の
協
力
の
も
と
県
内
全
高
校
に
、
保
育
士
の
魅
力
を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー
を
配
布

★
民
生
委
員
児
童
委
員
部
会
は
『
キ
ラ
リ
輝
く
！
児
童
委
員
活
動
〜
主
任
児
童
委
員
制
度
30
周
年
を
迎
え
て
〜
』
を
発
行

・
台
風
第
15
号
の
被
害
に
よ
り
、
静
岡
県
内
10
市
町
に

災
害
救
助
法
が
適
用

・
石
破
首
相
が
辞
任
を
表
明

・
皆
既
月
食
が
３
年
ぶ
り
に
観
測

・
東
京
２
０
２
５
世
界
陸
上
が
開
幕

10

○
改
正
児
童
福
祉
法
が
施
行
。
予
算
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
「
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
法
定
化
さ
れ
、
都
道
府
県
等
の
業
務

に
関
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
た

○
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法
を
活
用
し
て
本
人
の
希
望
、
就
労
能
力
や
適
性
等
に
合
っ
た
選
択
を
支
援
す
る
「
就
労
選
択
支
援
」
制
度
が
開
始

○
全
社
協
「
全
国
災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
災
害
時
の
福
祉
支
援
の
充
実
に
向
け
て
、「
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
」
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
担
当
す
る
社
協
職
員
へ
の
研
修
や
、
都
道
府
県
で
の
災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
へ
の
働
き
か
け
等
を
実
施
す
る
⑫

・
台
風
第
22
号
・
23
号
の
被
害
に
よ
り
東
京
都
・
島
し
ょ

７
町
村
に
災
害
救
助
法
適
用

・
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
に
坂
口
志
文　

大
阪
大

特
任
教
授
、
化
学
賞
に
北
川
進　

京
都
大
特
別
教
授

が
受
賞

・
第
１
０
４
代
内
閣
総
理
大
臣
に
自
民
党
の
高
市
早
苗

総
裁
が
就
任
し
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
が
誕
生

11

○
厚
労
省　
「
災
害
時
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
の
連
携
強
化
検
討
会
」
を
設
置
⑫

○
国
は
、
介
護
従
事
者
に
は
12
月
か
ら
２
０
２
６
年
５
月
ま
で
の
半
年
間
、
賃
金
を
月
１
万
円
引
き
上
げ
る
補
正
予
算
案
を
閣
議
決
定
。
こ
れ
ま

で
の
処
遇
改
善
加
算
で
対
象
外
だ
っ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
も
対
象
と
な
る

◇
県
は
、
全
国
初
の
取
り
組
み
と
し
て
ペ
ッ
ト
リ
エ
ゾ
ン
（
訪
問
型
動
物
相
談
支
援
員
）
を
開
始

◇
横
浜
市
は
「
終
活
」
に
関
す
る
困
り
事
の
相
談
や
情
報
登
録
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
「
あ
ん
し
ん
終
活
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
市
社
協
受
託
）

を
開
設

★
第
72
回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
⑫

★
福
祉
タ
イ
ム
ズ
創
刊
８
８
８
号
記
念
号
を
発
行

★
韓
国
の
社
協
の
視
察
研
修
を
、
全
社
協
を
通
じ
て
本
会
及
び
藤
沢
市
社
協
に
て
受
け
入
れ
、
意
見
交
換
を
実
施

・
国
は
「
ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
策
定

・
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕

・
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
「
日
本
の
国
際
宇
宙
探
査
シ
ナ
リ
オ
案

２
０
２
５
」
を
公
開
。
２
０
４
０
年
代
に
は
40
人
が

月
面
に
常
時
滞
在
す
る
構
想
を
示
し
た

・
大
分
県
大
分
市
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
に
伴
う
災
害

救
助
法
適
用

・
映
画
「
国
宝
」
が
邦
画
実
写
作
品
の
歴
代
興
行
収
入

１
位
に
。
22
年
ぶ
り
の
記
録
更
新

12

○
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
被
害
者
の
居
場
所
を
加
害
者
が
無
線
通
信
タ
グ
で
特
定
す
る
行
為
を
禁
止
す
る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
Ｄ
Ｖ

防
止
法
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
人
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
国
等
の
責
務
、
地
域
で
の
生
活
支
援
、
相
談
体
制
の
整
備
等
を
盛
り
込
ん
だ
高

次
脳
機
能
障
害
者
支
援
法
が
、
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立

○
厚
労
省
・
社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
は
、
地
域
共
生
社
会
の
さ
ら
な
る
実
現
に
向
け
た
包
括
的
な
支
援
体
制
整
備
に
向
け
た
対
応
、
頼
れ
る

身
寄
り
が
い
な
い
高
齢
者
等
へ
の
支
援
、
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
の
方
策
等
の
報
告
書
を
ま
と
め
、
公
表

◇
県
は
県
手
話
言
語
条
例
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
、
み
ん
な
の
こ
と
ば
「
手
話
」
マ
ー
ク
を
決
定

★
経
営
者
部
会
は
県
に
「
地
域
の
福
祉
を
守
り
抜
く
た
め
の
提
言
・
要
望
」
を
提
出

★
市
町
村
社
協
部
会
は
「
神
奈
川
の
社
協　

採
用
情
報
・
魅
力
発
信
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
開
設
﹇
本
紙
９
面
参
照
﹈

・「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
完
全
移
行

・
青
森
県
東
方
沖
で
Ｍ
７
・
５
の
地
震
が
発
生
。
北
海

道
・
三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情
報
を
発
表

・
今
年
１
年
の
世
相
を
漢
字
で
表
す
「
今
年
の
漢
字
」
が

「
熊
」
に
決
定
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―
社
会
貢
献
活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か

け
や
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

弊
社
で
は
、
食
を
通
じ
た
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
２
０
０
８
年
か
ら
乳

児
院
や
児
童
養
護
施
設
へ
の
お
せ
ち
料
理

の
寄
贈
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
０
５
年
の
食
育

基
本
法
の
施
行
で
す
。
こ
れ
を
機
に
弊
社

で
は
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
情
報
、

食
卓
で
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
発
信
す
る
「
食

育
か
わ
ら
版
」
を
発
行
し
、
食
を
通
じ
た

教
育
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
重
ね
る
中
で「
子

ど
も
た
ち
に
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
を

伝
え
た
い
」
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
ま
し

―
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

現
在
、
原
料
価
格
の
高
騰
や
水
産
資
源

の
変
化
な
ど
、
食
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
弊
社

に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
「
続

け
る
こ
と
」
自
体
が
新
た
な
挑
戦
で
も
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

お
せ
ち
寄
贈
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
食
の
大
切
さ
を
感
じ
、
自
ら
の
暮
ら
し

や
健
康
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
大
き
く
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
食
を
通
じ
て
人
と
人
の
距
離
を
縮

め
、
関
係
を
深
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

福
祉
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
は
、
一
緒
に

子
ど
も
た
ち
に
食
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
場

を
と
も
に
広
げ
て
い
け
た
ら
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
食
事
の
時
間
に
生

ま
れ
る
〝
笑
顔
の
輪
〞
を
、
こ
れ
か
ら
も

社
会
の
中
に
育
ん
で
い
き
ま
す
。

び
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
、
こ
の
活

動
の
出
発
点
で
す
。

―
活
動
を
通
じ
て
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

寄
贈
先
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
届
く
可
愛

ら
し
い
お
礼
の
お
手
紙
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
を
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
手
書

き
の
文
字
で
「
お
せ
ち
を
初
め
て
食
べ
ま

し
た
」「
家
族
で
食
べ
て
い
る
み
た
い
で
嬉

し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
言
葉
が
並
び
、
社

員
の
多
く
が
そ
の
純
粋
な
言
葉
に
胸
を
打

た
れ
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
お
手
紙
を
社
内
で
掲
示
し
、

社
員
の
目
に
留
ま
る
よ
う
に
し
て
お
り

〝
自
分
た
ち
の
仕
事
が
誰
か
の
笑
顔
に
つ
な

が
っ
て
い
る
〞
と
感
じ
る
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
直
接
関
わ
る

こ
と
が
少
な
い
社
員
に
と
っ
て
も
、
活
動

の
成
果
を
感
じ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
を
届
け
る
仕
事
の
拡
が
り
を
改
め
て
意

識
で
き
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

た
。
そ
の
思
い
と
「
食
べ
る
こ
と
は
生
き

る
こ
と
」
と
い
う
理
念
、
創
業
の
地
・
神

奈
川
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
重
な
り
、
現

在
の
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

お
せ
ち
料
理
は
単
な
る
正
月
料
理
で
は

な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
の
料
理
に
意
味
が
込

め
ら
れ
た
日
本
の
文
化
そ
の
も
の
で
す
。

普
段
の
食
事
で
は
触
れ
る
機
会
の
少
な
い

料
理
を
通
じ
て
、
新
し
い
味
と
の
出
会
い

を
大
切
に
、
子
ど
も
た
ち
に
季
節
や
行
事

を
感
じ
て
も
ら
い
、
仲
間
と
食
を
囲
む
喜
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社会貢献活動の取り組みはHPより
ご覧ください
HP   https://sl-creations.
co.jp/slc_csr/
csr.html

食
で
支
え
る
地
域
と
未
来
―
お
せ
ち
に
込
め
た
想
い
―

－

株
式
会
社 S

L C
reations

　

本
会
児
童
福
祉
施
設
協
議
会
を
通
じ
て
、
県
内
の
児
童
養
護
施
設
等
に
お

せ
ち
の
寄
贈
を
い
た
だ
い
て
い
る
（
株
）SL C

reations

－

子
ど
も
た
ち
に

食
の
楽
し
さ
と
日
本
の
伝
統
を
伝
え
る
長
年
の
支
援
活
動
と
、
そ
こ
に
込
め

ら
れ
た
思
い
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お話を伺った健康サポート
推進室室長の秋山さん

施設ごとに内容や品数を吟味するなど、細やかな
工夫を凝らしています。そこには、管理栄養士で
ある秋山さんのご経験が存分に活かされています

子どもたちからの心温まるお手紙や
メッセージカード 
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県社協県社協のひろばひろば

▼
社
協
の
職
員
採
用
を
め
ぐ
る
状
況

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
、
働
き
手
の
価
値
観
の
多
様
化

等
を
背
景
に
、
人
材
の
争
奪
が
激
化
し

て
い
る
現
代
。
社
協
に
お
い
て
も
、
採

用
試
験
に
応
募
が
集
ま
ら
な
い
、
内
定

承
諾
前
の
試
験
合
格
者
が
辞
退
し
て
し

ま
う
等
の
状
況
が
常
態
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

も
と
も
と
多
く
の
社
協
で
は
、
組
織

が
大
規
模
で
は
な
く
、
人
件
費
の
財
源

の
多
く
を
公
的
資
金
が
占
め
る
と
い
っ

た
特
性
か
ら
、
採
用
は
欠
員
の
補
充
に

限
ら
れ
る
こ
と
や
、
一
度
の
採
用
試
験

で
複
数
人
に
内
定
を
出
す
こ
と
が
で
き

ず
、
辞
退
さ
れ
た
ら
再
度
試
験
を
実
施

せ
ざ
る
を
得
な
い
等
の
実
情
が
あ
り
ま

し
た
。
職
員
を
計
画
的
・
安
定
的
に
採

用
で
き
な
い
昨
今
の
状
況
は
、
社
協
特

有
の
事
情
と
相
ま
っ
て
、
採
用
活
動
を

よ
り
一
層
難
し
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
町

村
社
協
部
会
で
は
県
内
社
協
の
職
員
採

用
・
魅
力
発
信
を
重
点
課
題
に
位
置
付

け
、
そ
の
中
心
的
な
取
り
組
み
と
し
て

令
和
７
年
12
月
に
「
神
奈
川
の
社
協　

採
用
情
報
・
魅
力
発
信
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
の
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

神
奈
川
の
社
協
採
用
情
報・魅
力
発
信
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設
！

▼
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
目
指
す
も
の

　

本
サ
イ
ト
の
役
割
は
、
市
町
村
社
協

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
閲
覧
者
を
誘
導
す

る
ハ
ブ
サ
イ
ト
。
閲
覧
を
促
す
た
め
の

コ
ン
テ
ン
ツ(

下
記
参
照)

を
展
開
し
な

が
ら
、
誘
導
先
と
な
る
市
町
村
社
協
に

対
し
て
も
、
採
用
ペ
ー
ジ
等
に
お
け
る

情
報
発
信
の
一
層
の
充
実
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

就
職
を
希
望
す
る
社
協
で
採
用
試
験

が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
県
内

社
協
の
採
用
試
験
を
受
験
し
た
も
の
の
、

そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
求
職
者
が
、
県

外
や
他
分
野
へ
流
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
、
県
内
社
協
間
で
採
用
試
験
の
実
施

時
期
等
を
共
有
し
、
県
全
体
で
受
け
止

め
る
こ
と
も
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

バ
ナ
ー
画
像
や
紙
媒
体
の
案
内
等
、
本

サ
イ
ト
へ
の
「
入
り
口
」
を
作
成
し
、
県

内
社
協
が
一
体
と
な
っ
て
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
希
望
者
に
は
、
県
内
社
協
で

実
施
さ
れ
る
採
用
試
験
の
実
施
情
報
を

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
情
報
提
供
す
る

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

（
地
域
課
）

神奈川の社協 採用情報・魅力発信ポータルサイト　コンテンツ紹介

県内社協で活躍している職員にインタ
ビューを行い、入職のきっかけ、担当
業務の紹介、仕事の魅力ややりがい、
休日の過ごし方など、閲覧者の関心ご
とを記事形式で伝えます。ロールモデ
ルとなるようなさまざまなキャリア・
年齢層の職員の声を届けます。

自社協の職場の自慢を１分程度のショ
ートムービーで紹介するコンテンツ。
事務所の雰囲気、職員間のコミュニケ
ーション、多様な働き方、独自の法定
外福利厚生など、内容は自由。

県内社協のホームページ内にある採用
ページを集約し、リンクを掲載してい
ます。職員採用試験を実施する社協に
は「実施中」などとアイコンを表示さ
せます。採用につなげるために行われ
ている「オープン・カンパニー(見学
会)」「インターンシップ」「社会福祉士
実習受入」の実施の有無も、アイコン
で表示しています。

先輩職員インタビュー先輩職員インタビュー わたしたちの職場自慢わたしたちの職場自慢 県内社協の採用ページ県内社協の採用ページ

ぜひチェックしてみてください！⬇
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　本紙創刊888号記念号ｐ4・5に掲載した
クイズの答えを発表します！
※ クイズ回答・プレゼント応募は
受付終了しました
 クイズ内容はこちらから➡

正解発表正解発表！！

　「聴（覚）」と「蝶」をかけ、両耳の形をモチーフにし
たデザインです。

答え

①

答え

寒川神社

羽根募金クイズ！

社協のキャラ当てクイズ！

身体障害者標識
（通称・クローバーマーク）

みんぴょん

ミンジー

聴覚障害者標識
（通称・ちょうちょマーク）

ヘルプマーク

鎌倉市
（かまリン）

相模原市
（にこまる）

大井町
（ささえおばあちゃんとあいちゃん）

座間市
（ざまっぴぃ）

　民生委員制度は、1917（大正6）年に創設され、今
から８年前の2017年に100周年を迎えました。

各社協のHPやSNSを中心に活躍しています！

本クイズには、合計67名の方にご参加いただきました！正解者へのプレゼントはただいま抽選中です。
たくさんのご応募、ありがとうございました！

　寒川神社は、八方（東西南北とその中間）すべての
方位から来る災いを除くとされ、古くから多くの参拝
者に親しまれています。

（福）中央共同募金会

（公社）国土緑化推進機構

（公財）静岡県腎臓バンク

（公財）漁船海難遺児育英会

（公財）日本児童養護施設財団

（公社）日本水難救済会

●赤い羽根➡じぶんの町を良
くするしくみのために

●緑の羽根➡森林づくりなど
国土の緑化のために

●黄色の羽根➡臓器移植を支
援するために

●水色の羽根➡海難事故等で
親を亡くした子どもたちを
支援するために

●オレンジの羽根➡児童養護
施設の子どもたちのために

●青い羽根➡海難救助活動を
支援するために

プレゼントゲット！
クイズクイズに挑戦挑戦して号

記念！

0101
Question

0202
Question

答え

③ 民生委員制度0404
Question

0303
Question 0505

Question

②

①

③

②

④

③

その他のマークと
詳細はこちら

　神奈川県民生委員児童委員協議会設立
50周年を記念して誕生したキャラクター。
　民生委員の“М”をかたどっ
た大きな耳と、ハート型のしっ
ぽがトレードマークです！
 詳細はこちら➡

　民生委員・児童委員を多くの方に知っ
ていただくためのキャラクターとして、
東京で生まれました。
　横浜市・川崎市・相模原市の
ご当地ミンジーもいます！
 詳細はこちら➡

答え

答え
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co .jp
URL http://www.yasue-sekkei. co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

（広告）（広告）

i n f o r m a t i o n

HP更新情報や、本紙
に載せきれなかった
取材写真なども投稿
しています！ X インスタ

　2025年10月16日(木)～12月26
日(金)実施の「福祉タイムズ・
リニューアルに向けたアンケー
ト」にご協力いただき、ありが
とうございました。
　いただきましたご意見
をもとに、今後もさらに
読みやすく、役立つ紙面
を作ってまいります！

保育・介護・福祉のしごと
の相談・セミナー・イベン
トや、ホットな職場の情報
を掲載しています！

本会主催の催し

令和7年度第3回
福祉のしごとフェア

①福祉のしごと就職支援ガイダンス
(事前申込制)

②福祉施設等就職相談会(入退場自由)
◇日時＝令和8年2月13日(金)
　①11時～12時30分②13時～16時(入
場は15時30分まで)

◇会場＝①崎陽軒本店6階会議室1～2
②横浜新都市ビル(そごう横浜店)
9階新都市ホール

◇対象＝福祉の仕事に就きたい方、福
祉の仕事に興味・関心がある方

詳細はHPを確認
HP   https://www.kfjc.jp/
event/list.asp

◇問合せ＝かながわ福祉人材センター
☎045-312-4816
Mail jinzai@knsyk.jp

関係機関・団体主催の催し

弘済学園　第35回
こうさい療育・支援セミナー

テーマ：本人支援・家族支援・人材育成
◇日時＝令和8年2月27日(金)
10時～16時

◇開催方法＝オンライン
◇参加費＝無料
◇申込方法＝URLより申込み
URL  https://us02web.zoom.
us/webinar/register/
WN_p9QOTGW6Ti2dC
CwKur1FBA#/registration

◇申込期限＝令和8年2月20日(金)
詳細はHPで確認

HP   https://www.kousaikai.
or.jp/school/informati
on/seminar/

◇問合せ＝(公財)鉄道弘済会「こうさ
い療育・支援セミナー」担当
☎03-6261-3199
Mail ryoikuseminar@kousaikai.or.jp

えりかわ学資金
2026年度育英生募集

母子家庭の生徒、学生に向けた返済不
要の給付型奨学金
◇給付額＝中学生・高校生：月額5万円
　年間60万円
　大学生：月額6万円　年間72万円
◇募集人数＝中学生10名、高校生15名、
大学生5名
◇募集期間＝令和8年3月2日(月)～令
和8年4月15日(水)
◇給付期間＝給付開始から卒業まで
申込方法など詳細はHPで確認
HP   https://foee.or.jp
/guideline/

◇問合せ＝(公財)襟川教育
財団

アンケートご協力の御礼
神奈川県社協

公式SNS (X・Instagram)

かながわ福祉人材センター
公式Instagram

　本紙で紹介した地域福祉活動を
HPコンテンツでも紹介しています。
　紙面に掲載した写真もカラーで大
きく掲載しています！
　ぜひご覧ください！

HPコンテンツ
「かながわ ふくしのギャラリー」

https://www.knsyk.jp/
gallery
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「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2026（令和８）年１月15日（毎月１回15日発行）
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〒221-0825　横浜市神奈川区反町3-17-2　☎045-534-3866　Mail kikaku@knsyk.jp

（広告）

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

ご意見・ご感想を
お待ちしています！

かながわ

情報
ほっと

 誰とでも楽しく過ごすためには
 第48回 神奈川県福祉作文コンクール県知事賞 

南部正樹さん（湯河原町立東台福浦小学校５年）

ら、誰もが一緒に楽しめる方法を自
分の経験をもとに考えたいと、明る
い笑顔で語っていました。
　「将来は地域に根差した、体も心
も治す小児科医として、誰もが共に
生きる社会に貢献したい」と夢を語
る正樹さんからは、周囲に寄り添い
ながら未来を切り開いていこうとす
る、やさしく力強いまなざしが感じ
られました。
　本会では、子どもたちがあたたか
い心を育んでいく一助となれるよう
に、また、子どもたちの考えや言葉
が、私たち一人ひとりの心にも新た
な視点をもたらすように、これから
も福祉作文を含めた福祉意識の醸成
に向けて取り組んでまいります。

（地域課）

福祉作文コンクール 表彰式を開催

　令和７年12月14日、本会および県
共同募金会により「第48回神奈川県
福祉作文コンクール」表彰式を開催
しました。県内131の小・中学校よ
り3,924編の応募があり、審査会に
て選考された最優秀賞16編、優秀賞
20編、準優秀賞20編、計56編が表彰
されました。
　当日の表彰式に集まった皆さんの
表情からは、緊張の中にも、自身の
歩みへの誇りがうかがえました。
　審査委員長の小野たまみさん
（（株）神奈川新聞社クロスメディア
営業局次長兼営業管理部長）からは
「『やさしい世界』はどうしたら作れ
るのか、自分には何ができるのか―。
最終選考に残った作品からは、障が
いを個性として捉え、違いに寄り添
い、支え合う社会を願う子どもたち
の率直で力強い思いが伝わってきま
した。その言葉は審査委員の心を揺
さぶると同時に、大人の振るまいが
問われていることを突き付けられま
す。一人でも多くの人にこれらの作

文が届き、福祉を身近に考えるきっ
かけとなることを願います」と講評
をいただきました。

誰とでも楽しく過ごすためには

　県知事賞を受賞した南部正樹さん
の作文では、発達障害がある「いと
こ」と、どうしたら一緒に楽しく遊ぶ
ことができるのか、自分なりの方法
を考えていくことが語られています。
　正樹さんは、「福祉とは何か」とい
う関心から調べ始め「みんなが幸せ
に暮らせる社会をつくること」だと
理解したことをきっかけに作文を書
きました。うまく一緒に遊べなかっ
た「いとこ」の存在を思い出し、自
分の経験を言葉にしました。
　作文を書く前は「いとこ」の苦手
な部分に目が向きがちでしたが、書
き終えた後はたくさんの良いところ
に目が行くようになり、会うのが楽
しみになったと語っています。この
経験を踏まえた作文には、周囲に苦
手なことを抱える人がいたとき「で
きない」と決めつけるのではなく
「どうすれば一緒に楽しめるか」を
考えてほしいという強いメッセージ
が込められています。こうした思い
は、学校での活動にも広がっており、
全校児童で行う「全校リレー」につ
いても、障害のある児童への配慮で
中止となっていたこれまでの状況か

子どもたちの声に寄り添い、講評を行う小
野審査委員長

２年生のころか
らサッカーを始
めた正樹さん。
新しいチームで、
楽しみながらも
上達を実感して
いる

　第48回神奈川県福祉作文コン
クールの最優秀賞受賞作品は
「かながわボランティアセンター」
ホームページで紹介し
ています。子どもたち
の率直な思いを、ぜひ
ご覧ください。
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